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九頭竜川は、福井県と岐阜県境の油坂峠（標
高717m）に発し、九頭竜峡谷を経て大野盆地

を北流し、大野市と勝山市との境付近で左支
川真名川を合わせ、永平寺町鳴鹿にて福井
平野に入り、そこから西流して、福井市高屋に
おいて左支川日野川と合流し、流れを北西に
転じ三国町で日本海に注いでいる。途中の支
川を合わせると流域面積2,930km2、流路延長
116kmの北陸地方屈指の大河川 
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流域の区域分け 

足羽川と日
野川との合
流地点 

九頭竜川本流 
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インプットデータ 

アメダスデータ 

この集中豪雨では、
美山、勝山地区で
の降雨が激しく
なっている。 

大野、美山地区で
は長時間にわたり
豪雨が継続してい
るのが特徴。 



ダムの運用をしなければ、
河口附近での流水量 

C, D, E Zoneの降雨が効いている。 
C, E Zone にはダムが無いので、
貯水できず、D Zone のみ貯水する．
降雨の領域が狭いので、最初から
貯水する。 

B Zoneのダムは当初から貯水をは
じめれば、最初の流量を下げられ
る。 

ダムの運用でどこがコ
ントロールできるか? 



ダム情報 
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九頭竜ダムは、A Zoneを全域
カバー 
笹生川ダムは、B Zoneの半分 
真名川ダムは、B Zoneの全域 
桝谷ダムは、D Zone の1/15を
カバー 
広野ダムは、D Zone の1/20を
カバー 

出来るものとした。ただし、笹
生川ダムと真名川ダムは、シ
リーズであるので、B Zoneを
半々に分けた。 
 
 



ダムの運用 

九頭竜ダムに、降
りはじめから貯水
をする。 
A Zoneの全てを貯
水する 

九頭竜ダム 

A Zone全域の降雨した雨を貯水することが
出来る。 
貯水までの平均距離 14.5㌔、97分で貯水
される。  



笹生川ダム 

B Zoneの真ん中に位置し、半分

の領域をカバーできるので、ここ
の降雨を貯水するものとした。 
１００%貯水しても、貯水容量に余
裕があるので、最初から貯水する。 

ダムまでの平均距離は、15㌔で、
所要時間は100分 



真名川ダム 

B Zoneの出口に位置し、全領域

をカバーできるが、笹生川ダムが
半分をカバーできるので、残りの
降雨を貯水するものとした。 
１００%貯水しても、貯水容量に余
裕があるので、最初から貯水する。 

ダムまでの平均距離は、15㌔で、
所要時間は100分 



桝谷ダム 

桝谷ダムは、日野川の上流に設置されている
が、水源に近く降雨した雨をカバーできる領域
が極めて小さい、ここでは、D Zoneの1/15程度
をカバーするものとした。 

ダムのまでの平均距離は
３㌔で、所要時間20分 



広野ダム 

広野ダムは、日野川の上流に設置されている
が、水源に近く降雨した雨をカバーできる領域
が極めて小さい、ここでは、D Zoneの1/20程度
をカバーするものとした。 

ダムのまでの平均距離は
2.4㌔で、所要時間16分 



此処での、
氾濫は？ 

氾濫の可能性 

堤防の高さは大丈夫か? 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 

ダムを有効に運用する。 



九頭竜川の支流である日野川水系での氾濫の可能性を検討する。 

日野川水系には、日野川の足羽川が合流している。日野川には上流に洪水対
策として二つのダムが設置されている。足羽川にはダムがなく、降雨した雨が全
量流入してくる。ダムの運用を当初から実施し、深谷附近での氾濫の危険性を
検証した。 



ダムをフル稼働 

桝谷ダム、広野ダムはある
が、貯水できる降雨の領域
が狭く、ダムの有効利用に

問題が残る? 

日野川の氾濫の可能性 

美山地区での豪雨が
激しく、氾濫が短時
間に発生している可

能性がある。 



九頭竜川本流での氾濫の可能性  中角附近 

九頭竜川の本流では、九頭竜ダムと、笹生ダム、ならびに真名川ダムが
あり、この運用により、降雨した雨のかなりのものを貯水できる。これ
によりこの川での氾濫が抑えられると期待される。日野川に合流する手
前での氾濫の可能性を検証した。 

F Zoneの40% が中角付近に流
入するものとした 



ダムをフル稼働 

ダムをフルに利用して、この地点での氾濫は防げる・・・? 

中角附近では、氾濫の
危険性は非常に少ない。 

ダムの貯水効果が非常
に大きい。 

氾濫の危険性は、
ほとんどなく
なった。 

若干の氾濫の可
能性はあるが、
現場の状況次第

か・・・? 

九頭竜川 中角辺り 

削減効果 



河口附近 ダムをフル稼働 

上流での氾濫が起こると河口附近では河川の流量が減少し、氾濫の可能性
が無くなる可能性がある、此処では上流での氾濫が無かったとしたらどうなる
のか、を検証した。 



ダムをフル稼働 

ダムをフルに利用しても、この地点での 

氾濫は防げない。 

足羽川からの流量が大きく、こ
れが原因となって氾濫を起こす。 河口附近 



ダムに貯水することにより、氾濫が起きても、その被害を極力削減するこ
とが出来る。ダムを如何に運用するかが非常に重要な意味をもっている。 

ダムを運用する手段を充実することが非常に大事だ。 

これが、現実!!! ダムの運用により、流入量の内
容がかなり変化する。 
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